
 









別記様式（第 14 条関係） 

 
 

令和６年３月 11 日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名            総合政策部長 

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14 条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 岸和田市スマートシティ構想の策定について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

第 7 回政策決定会議にて承認いただきました「岸和田市スマート

シティ構想素案」のパブリックコメントを先般実施いたしました。ご

意見などを踏まえ、構想案として取りまとめ、岸和田市スマートシ

ティ構想として策定することにつき、付議するものです。 

説明者 

田中 企画課長 

中井 主幹 

 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 個別目標

個別目標の方向性

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

13,200

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

237 237 237 237 237 237

13,437 5,237 5,237 5,237 5,237 5,237

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

5,237 5,237 5,237 5,237 5,237
        

★当該事項に関連する人員増の必要性 ※

R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

1 0 0 0 0

★取組の効果を表す指標

単位 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

① 団体 0 3 6 10

② 件 0 0 1 2

※事業費及び人員を確約するものではない。

計

26,185

国では、IoT、AI、ビッグデータ等の先端技術を利用し、都市課題の解決や都市機能の効率化に活かそうとする「スマートシティ」の推進を進めており、本
市においても、将来ビジョン・岸和田において、分野横断的にICT・先端技術を活用して将来像の実現を図ることとしている。現在、大阪府スマートシティ
パートナーズフォーラム（OSPF）に参加し、個別の取組を進めているが、今後、分野横断的かつ計画的に推進するため、スマートシティの方向性を示す
ものとして、岸和田市スマートシティ構想を策定する必要がある。

人員増の必要性

その他

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

学識アドバイザー報償費

対象 市民

どのような
状態を目指す

ICTなどの先端技術を活用して、都市課題を解決し、持続可能な都市をめざすスマートシティの推進に向けて、岸和田市スマート
シティ構想を策定する。

6020202

（コードは「将来ビジョン・岸和
田（体系）」シートを参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

目標値

指標名

協議会参加団体数

実装サービス数

付議会議

付議事項

令和５年度　　第９回会議

岸和田市スマートシティ構想の策定について

無

実施中の取組及び予定する事項

みんなでつくる持続可能なまち

持続可能で信頼される行政になっている

② 適正で効率的かつ効果的な業務の実施を進める

広域的視点をもって、時代に応じた施策を積極的に推進する

岸和田市スマートシティ構想策定支援業務委託

岸和田市スマートシティ協議会運営支援及び実証委託


